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研究発表要旨

⑴　ケアマネジャーによる利用者の自己決定支援の在り方
　　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　医療福祉学専攻　修士課程　○出宮　由季
　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　医療福祉学科　　小河　孝則

⑵　アセスメントに基づく視覚的構造化による支援の重要性
―自閉症女児の一事例を通して―

　　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　医療福祉学専攻　修士課程　○永田紗弥佳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　医療福祉学科　　小林　信篤

【要　旨】
1 .  諸言
　近年，自己決定の尊重が重視される傾向にある．
社会福祉基礎構造改革では自己決定の尊重が基本理
念の一つとされた．2000年に施行された介護保険法
においても自己決定の尊重が重視され，利用者支援
を行う職種のケアマネジャーが導入された．ケアマ
ネジャーも利用者の自己決定の尊重を基本姿勢にし
ている．しかし，福祉分野での自己決定はケアマネ
ジャーにとって曖昧であり，ケアプラン作成時等に
おいて，実際に利用者の自己決定が尊重されている
のかどうかは明らかではない．
2 .  研究方法
　本研究ではケアマネジャーを対象とし質問紙調査
（2010年11月～）を行う予定である．
本報告では質問紙調査の前段階として行ったケアマ
ネジャーへのインタビュー調査を取り上げる．
　調査日及び調査対象：
　2010年5月21日　X県ケアマネジャーA氏
　2010年5月27日　Y県ケアマネジャーB氏，C氏

【要　旨】
　現在，日本ではさまざまな領域でTEACCHプロ
グラムの理念に基づいた自閉症支援が実践されてい
る．また，アセスメント（以下評価）に基づく支援
が重要視されており，本人の状況に応じて構造化を
活用した支援が展開されている．しかし，どのよう
に一連の支援プロセスが組み立てられていったの
か，なぜそのような構造化の活用に至ったのかにつ
いて記述されているものは少ない．そこで本研究で
は，TEACCHプログラムの理念にのっとり，評価
から始まる一連の支援プロセスとそこで活用されて
いる構造化のアイデアの変遷について１つ１つ具体
的に記述する．そのことにより，本人の目標である
自立のための支援に対して見直しと再構造化をして
いくプロセスの重要性を明らかにすることを目的と
した．研究対象は，中度知的障害の自閉症児１名
（以下Ｂ児）である．研究方法は，評価を行い目標
設定・支援計画を立てる．そして実施の際には行動

　調査方法：半構造化面接法
3 .  結果と考察
　インタビュー調査の結果，利用者の生命が危機に
ある場合はケアマネジャーが強引に決定することが
あること，制度に従うために自己決定が形式的にな
る可能性があることが明らかとなった．それ故，福
祉分野の自己決定を考える際に対立し得る仮説とし
て，倫理重視の自己決定と本人の価値重視の自己決
定，及び，形式上の自己決定と生活上の自己決定と
いった視点の分類が可能となる．
　今回の結果を含めケアマネジャーへの質問紙調査
から，利用者の自己決定の尊重や認識を明らかにし
ていくことが今後の課題である．
4 .  参考文献
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観察を行い，再評価・再構造化を行った．この手順
を繰り返す経過を１つずつ具体的に記述した．
本発表では，Ｂ児が目標としている「自立」に対す
る優先課題である「指示書を使って，1人で簡単な
料理ができるようになる」ことを取り上げ，Ｂ児に
適した指示書が完成に至るまでの経過を発表する．
　取り組みを通して，Ｂ児に適した指示書を作成す
るための構造化のポイントが明らかになった．ベー
スとしてのフォーマルな評価に加え，インフォーマ
ルな評価を実施し，必要に応じて再構造化を繰り返
すことが，より支援の個別化を推進することになる
ことを再確認した．そしてフォーマルな評価のみで
はなく，インフォーマルな評価を加えることで，本
人への支援の充実が図れることが明らかとなった．
Ｂ児が自立して活動できるために行った評価から指
示書を完成させるまでの一連のプロセスを１つずつ
丁寧に記述することで，「構造化」が目的化した支
援のあり方を見直すことの一助となると考える．


